
　９月 17 〜 18 日に開催された第６
戦 SUGO では、思わぬ苦戦を強いら
れてしまい、ポイント獲得までわずか
に届かなかった TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE。チャンピオン争いに残るた
めには、残す２戦で大きなポイントを
獲得しなければならない。そのために
も負けられない第７戦の舞台は、大分
県日田市のオートポリス。アップダウ
ンと中速コーナーが続く、タイヤに厳
しい特異なコースだ。
　 と は い え、TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE、そして大嶋和也にとっては
相性の良いコースのひとつ。さらに、
これまで苦しめられてきたサクセスウ
エイトも半減した。チームは優勝を狙
うセットアップを施し、10 月１日（土）
の走行開始に備えた。
　すでに季節は 10 月だが、気温は
25 度を超える汗ばむ陽気のなか、午

前９時 20 分に公式練習がスタートし
た。ENEOS X PRIME GR Supra は
山下健太がステアリングを握りコース
イン。二度のピットインを行い、１分
34 秒 525 というベストタイムを記
録した後に大嶋に交代すると、２回の
ピットインを経て、このオートポリス
では非常に重要となるロングランをト
ライ。セットアップを進めていった。
このコースは決勝ペース、さらに予選
グリッドも非常に重要となる。どちら
もバランスをとることが重要だ。
　大嶋は終盤、専有走行の時間帯に
アタックシミュレーションに臨むが、
#3 Z GT500 の ス ト ッ プ や、#17 
NSX-GT のクラッシュもあり赤旗中
断が相次ぐことに。もちろん他チーム
も同様に予選に向けた最後の調整を行
えなかったが、その後に行われたフル
コースイエローのテスト、サーキッ

トサファリの時間では山下が ENEOS 
X PRIME GR Supra のステアリング
を握り、限られた走行時間を有効に使
いながら、午後の予選に向けたセット
アップを確認していった。

　公式練習の順位は６番手。中盤戦で
はずっと予選 Q1 突破がならず、悔し
い予選日を送ることが毎戦に続いてい
たが、今回は Q1 突破を果たすことが
できる感触を得ることができていた。

公式練習 10 月１日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ
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　ひさびさにトップ争いができる感触
を得て、迎えた 10 月２日（日）の決
勝日。1 万 1000 人もの来場者を集
め、朝からサーキット周辺の道路が混
雑するなど賑わいをみせるなか、当初
予定から５分遅れとなる午後１時 35
分、決勝レースのスタートを迎えた。
この日のオートポリスも晴天で、気温
26 度、路面温度 46 度というコンディ
ションのなか、スタートドライバーを
務めた大嶋はグリーンシグナルととも
に ENEOS X PRIME GR Supra のア
クセルを踏み込んだ。
　オープニングラップをグリッドどお
りの５番手で終えた大嶋は、前を走る
#17 NSX-GT を追っていくが、３周
目を過ぎたあたりから６番手につける
ランキング２位の #12 Z GT500 が
大嶋の背後を脅かしにかかる。しか
し８周目、前方に GT300 クラスの
集団が近づくと、このトラフィックを
うまく使いながら大嶋はポジションを
しっかりと守っていった。フィーリ

　迎えた午後３時からの公式予選。開
始時の気温 25 度、路面温度 40 度と
いう暑さのなか、午後３時 33 分から
GT500クラスのQ1がスタートした。
今回 Q1 のアタッカーを務めたのは大
嶋だ。セッション残り５分でコースイ
ンすると、タイヤをウォームアップさ
せ３周目にアタックを展開。感触も良
く、１分 32 秒 440 というタイムを
記録し６番手へ。チームにとって６戦
ぶりとなるQ2進出を果たしてみせた。
　GT300 クラスの Q2 をはさみ、午
後４時 11 分にスタートした GT500
クラスの Q2。陽が傾くなか、これま
で Q1 で多くの悔しい思いをしてきた

公式予選

決勝レース

10 月１日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

10 月２日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ

アタッカーの山下は、それまでの悔し
さをぶつけポールポジション獲得を目
指すべく、残り４分でコースインする
と、同様に３周目にアタックに入って
いった。ただ「少しウォームアップが
早すぎました」とセクター１、２こそ
好感触で通過するも、セクター３では
タイヤのグリップダウンが始まってお
り、苦しいドライブを強いられてしま
う。それでも１分 32 秒 119 という
タイムを記録したが、僅差のなか５番
手という順位に。ポールを狙っておい
りさらに 0.1 秒速ければ３番手だった
だけに山下は悔しがったが、決勝の上
位進出に期待を高めることになった。

ングも決して悪いものではなく、大嶋
はトップグループ同様のラップタイ
ムで走行を続けていくも、16 周目に
は GT300 クラスのアクシデントの
処理のためにフルコースイエローが導
入される。このタイミングは大嶋に
とってはあまり良いものではなく、前
に GT300 車両がおり、ややギャップ
が広がってしまった。ただ、序盤戦の
上位陣の順位は膠着状態。多くのチー
ムがトラフィックを避けるべく早めの
ピットインを行う作戦を採っていくこ
とになるが、ENEOS X PRIME GR 
Supra も同様で 22 周を終えると大嶋
はピットイン。ひとつでも順位を上げ
るべく、チームもピット作業を迅速に
行い、山下をコースへ送り出した。
　この作戦が功を奏し、ENEOS X 
PRIME GR Supra は後半戦に向けポ
ジションをひとつ上げ、４番手につけ
る。あとひとつ順位を上げれば表彰台
圏内だが、トップ３とは少し間隔があ
り、逆に後方からは序盤からポジショ
ンを争っていた #12 Z GT500、ピッ
トイン後に順位を落としていた #19 
GR Supra が近づいていった。山下は
長いスティントでタイヤを守りつつ、
順位も守るというミッションを着実に
こなし、レース終盤を迎えていった。
　そんななか、レースが 51 周目に入
るところで、ふたたび GT300 車両の

ストップによりフルコースイエローが
入る。またも GT300 車両が前におり
不利な状況で、リスタート後も山下の
背後からは #12 Z GT500 が接近し
バトルとなったが、しっかりと抜きど
ころを抑え、４番手を死守していった。
　しかしレースも残りわずかという
63 周目、グリップダウンに苦しむ山
下に対し、ついに #12 Z GT500 が
並びかけてきた。１コーナーから３
コーナーにかけて２台はサイド・バイ・
サイドの戦いを展開するが、イン側を
死守した山下に対し、#12 Z GT500
はアウト側の汚れた部分に入ってしま
いコースアウト。この間に山下の背後
には #19 GR Supra が浮上してきた。

　さらにタイヤが苦しくなるなか、
#19 GR Supra はチェッカーまで猛
攻を仕掛けてくるが、最後まで集中
を保った山下は４番手を死守。最後は
0.576 秒差で #19 GR Supra を下
し、ENEOS X PRIME GR Supra は
４位でフィニッシュした。
　惜しくも表彰台は届かなかったが、
この４位で大嶋／山下組は８ポイン
トを加算。チャンピオン争いにかろう
じて踏みとどまることになった。長い
シーズンも残すは最終戦のみ。開幕戦
のようにポール・トゥ・ウインを飾り、
あとは他車の結果を待つのみ。TGR 
TEAM ENEOS ROOKIE は奇跡の逆
転を目指し、最終戦に挑む。



ドライバー／監督コメント

「サクセススウェイトも半減し、フィーリングもかなり良くなっていました。昨年とは異なるセッ
トアップで臨みましたが、その感触も良く、今季これまで取り組んできたことを活かしながら臨
みました。レースでは優勝を狙っていただけに追い上げられず悔しいところではありますが、思っ
ていたよりもタイヤの摩耗も苦しかったですし、まわりのタイムを見るとこれが僕たちの今回の
限界だったのかな、と思います。しかしそんななかでも山下選手が最後までタイヤが苦しいなか
でも順位を守ってくれました。やれるだけのことはやれたのではないでしょうか。チャンピオン
争いの可能性も残りましたが、他力本願なところもあるので、そこは気にせず、最後は優勝してシー
ズンを終えられるように頑張っていきたいと思っています」

「予選ではポールポジションを狙っていましたが、少しウォームアップが早すぎてしまって。セ
クター３ではかなりタイヤが厳しくなってしまいました。予選に向けて感触は良かっただけに悔
しいですね。決勝については、優勝を狙っていたものの、そこまでのペースはなく、長い後半ス
ティントのなかで残り５周あたりからかなり苦しくなってしまいました。しかしそこでなんとか
抜かれず、チャンピオン争いに残ることができました。相手次第なところはありますし、運によ
るところも多くはなりましたが、可能性を残すことができたのは良かったです。この週末は GR 
Supra 勢が苦しい状況でしたが、そのなかで最上位で終えることができたのは良かったですね。
最終戦もてぎでは、もうポールポジションから優勝を目指すだけです。頑張ります」

「表彰台に乗りたかったところですけどね。そんななか、終盤非常にタイヤが苦しくなるなかで、
なんとか山下選手がポジションを守り切ってくれて良かったです。チャンピオン争いの臨みもギ
リギリで残すことができましたし、最終戦でポール・トゥ・ウインができれば何かが起きるかも
しれません。望みを捨てずに戦っていきたいですね。もちろん今回はサクセススウェイトも半分
になったので、本来もっと結果が欲しいところではありましたが、まわりも速かったです。また、
今回のレースではフルコースイエローが入るたびに前に GT300 車両がいたりと、アンラッキー
な部分もあったレースでした。そんななかでもこうしてしっかりとレースウイークを戦いきるこ
とができたので、その点は前向きにとらえています」

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 山下 健太　Kenta YAMASHITA

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第７戦 オートポリス　リザルト

10 月１日　公式練習（GT500）

10 月２日　決勝レース（GT500） 2022 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

10 月１日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 16 Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 笹原右京／大湯都史樹 DL 1’34.189

2 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’34.193

3 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’34.305

4 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’34.311

5 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’34.388

6 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’34.525

7 12 カルソニック IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’34.605

8 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／大津弘樹 DL 1’34.927

9 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’35.081

10 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／ G. アレジ BS 1’35.201

11 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’35.339

12 3 CRAFTSPORTS MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’35.351

13 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’35.636

14 8 ARTA NSX-GT 野尻智紀／福住仁嶺 BS 1’35.821

15 37 KeePer TOM’S GR Supra S. フェネストラズ／宮田莉朋 BS 1’36.003

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1h54’02.411

2 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 13.162

3 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 13.453

4 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 19.045

5 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 19.621

6 12 カルソニック IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 20.348

7 3 CRAFTSPORTS MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 31.56

8 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／ G. アレジ BS 38.33

9 37 KeePer TOM’S GR Supra S. フェネストラズ／宮田莉朋 BS 39.762

10 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 40.849

11 8 ARTA NSX-GT 野尻智紀／福住仁嶺 BS 1Lap

12 16 Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 笹原右京／大湯都史樹 DL 1Lap

13 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／大津弘樹 DL 1Lap

14 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 2Laps

15 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 19Laps

Pos. No. Car Driver Tyre Time

1 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’31.679

2 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’31.867

3 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’32.055

4 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’32.087

5 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’32.119

6 8 ARTA NSX-GT 野尻智紀／福住仁嶺 BS 1’32.136

7 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／大津弘樹 DL 1’32.561

8 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／ G. アレジ BS 1’32.741

9 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’32.876

10 12 カルソニック IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’32.926

11 16 Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 笹原右京／大湯都史樹 DL 1’32.930

12 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’32.932

13 3 CRAFTSPORTS MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’33.443

14 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’34.037

15 37 KeePer TOM’S GR Supra S. フェネストラズ／宮田莉朋 BS 1’35.983

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 3 千代勝正／高星明誠 58 0

2 12 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 55.5 0

3 17 塚越広大／松下信治 54 0

4 100 山本尚貴／牧野任祐 41 0

5 37 サッシャ・フェネストラズ／宮田莉朋 38 0

6 14 大嶋和也／山下健太 38 0

7 23 松田次生／ロニー・クインタレッリ 37 0

8 39 関口雄飛／中山雄一 33 0

9 24 佐々木大樹／平手晃平 30.5 0

10 36 坪井翔／ジュリアーノ・アレジ 27.5 0

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2021 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


